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要 旨   

 

背景： 

タバコとアルコールは相互的に作用して肝臓がんのリスクを高める可能性があるが、これは他のリスク要

因によって変化する可能性がある。メタボリックシンドローム（MetS）の有病率は増加しているが、MetS

による肝臓がんへの複合的な効果は不明である。そこで、喫煙と飲酒の肝臓がんリスクに対する複合的な

効果を評価するために、コホート内症例対照研究（nested case control study）を MetS 別に層別化して

行った。 

方法：  

韓国国民健康保険公団の調整後データベース（N = 5,545,835）を使用した。2009 年から 2019 年の間に全

国の一般健康診断に参加した 15,352 人の肝臓がん患者とマッチさせた対照群 92,112 人を解析した。喫煙

と飲酒による肝臓がんのリスクは、条件付き多変量ロジスティック回帰を用いて推定した。喫煙と飲酒の

要因間の加法および乗法の相互作用を解析した。 

結果： 

男性では、飲酒も喫煙もする群は、飲酒も喫煙もしない群と比較して肝臓がんのリスクが有意に高かった

（調整オッズ比（aOR）= 1.61、95%信頼区間：（1.50, 1.72））。軽度～中程度の飲酒群（0.1～28 g/日）と

重度の喫煙群（> 20 箱-年）の間に、加法スケールで相互作用が認められた。相互作用による相対過剰リ

スク= 0.34（0.16, 0.51）、寄与割合= 0.22（0.11, 0.33）、相乗指数= 2.75（1.85, 3.66）、乗法スケー

ル、つまり積項(product term)の aOR = 1.28（1.11, 1.49）であった。MetS のみのサブグループ解析で

は、軽度～中程度の飲酒群と軽度～中程度の喫煙群の間にも加法相互作用があった。女性では、軽度～中

程度の飲酒群と非喫煙群は、非 MetS のサブグループで肝臓がんリスクと負の関連があった。 

結論：  

総合的な健康促進プログラムでは、飲酒も喫煙もする男性をターゲットとするべきである。特に MetS の

男性では軽度～中程度の飲酒者や喫煙者も含むべきである。 

   


